　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和元年6月３日

各位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石川県介護支援専門員協会河北支部

河北医療介護ネットワーク


～地域で支えるために「どうしよう？」「どうしたら？」～
☆趣旨☆

　日ごろ、介護を必要とする高齢者の在宅生活を支えるためには、「病院に受診を進めるタイミングは?」「サービス提供はどうしたら?」、「家族へのサポートはどうしたら?」と悩むことが多々あると思います。

　昨年に続き、河北郡市で生活支援に携わる住民に最も身近な介護支援専門員をはじめ、地域の医療を支える開業医の先生方や市町村、サービス事業所の担当者で、高齢者やその家族が安心して在宅生活が送れるために、どんな支援が必要なのか、どうしたらよいのか、皆さんの広い意見をいただきながら、一緒に考える機会が持てたらと思い、下記の勉強会を開催することとしました。

つきましては、ご多忙の折恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、多数のご参加をいただけますようお願いいたします。


※　事前に参加人数を確認したいので、お手数をおかけしますが、６月24日（月）までに裏面FAX用紙にて、事務局までご返信頂けますようお願い申し上げます。
FAX送信表
FAX番号　０７６－２８５－２８８５
宛　先　　かほく市社会福祉協議会　小泉あて
ネットワークづくり勉強会

　　　　　　　　　　　

勉強会に参加します
　　　　　　　　
事業所名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　

職種　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　
申 込 者　　　　　　　　　　　　　　　　　
住 所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電 話　　　　　　　　　　　　　

F A X　　　　　　　　　　　　　

	問合せ先

石川県介護支援専門員協会河北支部　　
ＴＥＬ  076-285-2883
e-mail fukushi21v@kahoku-shakyo.or.jp

かほく市社会福祉協議会　小泉明代


日時：　令和元年7月１日（月）　１９：００～２０：３０


場所：　津幡町役場　2階　大会議室





テーマ：家族造形法を使って、本人、家族を見立てる


～本人の気持ちに寄り添い、真のニーズを探るために～





・ミニ講座　「家族システムの理解と家族造形法」





・事例検討　ファシリテーター 寺本社会福祉士事務所 寺本紀子さん





・事例提出　津幡町地域包括支援センター　








